
2023年8月20日(日) 15：20～17：20（予定）

京王プラザホテル
(第41回日本美容皮膚科学会総会・学術大会会場内)
〒160-8330 東京都新宿区西新宿２丁目２-1

参加費

日 時

会 場

(予め配布する参加証を御持参ください。) 個人会員：無料

賛助会員：(1名につき)10,000円

：(医師) 5,000円 ／(その他：1名につき)15,000円
※事前登録の方には、予め参加証をお送りします。

非 会 員

※

※※

脂腺の増殖をきたす皮膚疾患はいくつかある。脂腺母斑は生下時から頭部や顔面にみられる代表的な類

器官母斑で、年齢と共に脂腺の増殖が顕著になる。脂腺増殖症は老化によって額や頬部に出現・増数して

くることが多いが、腎不全、透析、免疫抑制剤内服中の患者に多発してみられることがある。皮膚線維腫

や石灰化上皮腫などの良性腫瘍においても、二次的に脂腺の増殖が表皮下にみられることがある。本講演

では、脂腺の増殖制御に関する最近の知見を中心に、脂腺の増殖がみられる症例についても紹介する。

演者： 山本 俊幸 (福島県立医科大学皮膚科)

脂腺の増殖について講演1

保険診療では次の一手がない、痤瘡患者に遭遇することは珍しいことではない。また、保険適応の治療

は前医で殆ど行われたうえで自院へ来院されるケースも少なくない。この様な場合に次の選択肢の一つが

光を用いた治療である。狭義の意味での光治療から広義の意味でのlasaer治療があるが、自身が選択する

治療がどのタイプの痤瘡患者に効果が期待できるのかということを考えて治療を行わないと決していい結

果は得られない。本講演では痤瘡の光治療の考え方から実践までを解説する。

演者： 伊東 秀記 (立川皮膚科クリニック)

痤瘡の光治療（基礎から実践まで）講演2

投与経路の工夫や新しい製剤技術による既存薬の改良に加え新薬も開発され、海外における痤瘡の外用

療法は、過去数年間で飛躍的進歩を遂げたとされる。その多くは2019年頃から米国FDAに承認されている

が、国内では未承認のためほとんど知られていない。このような新規外用薬の有効性や副作用等の安全性、

薬剤耐性対策について文献的検討を加えた。

演者： 古村 南夫 (福岡歯科大学総合医学講座皮膚科学分野)

海外における新規外用薬の最近の進歩講演3
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会 頭 古村 南夫 (福岡歯科大学総合医学講座皮膚科学分野)

座長：古村 南夫 (福岡歯科大学総合医学講座皮膚科学分野)

座長：林 伸和 (虎の門病院皮膚科)



申込書

※ご登録いただいた情報は、本研究会の運営管理にのみ使用いたします。第三者への個人情報の提供・ 開示はいたしません。

必要事項をご記入のうえ、下記事務局までメール又は郵送にてお送りください。

賛助会員をご希望の方は別途、事務局までご連絡ください。

□賛助会員

□非会員 ( □入会希望 □入会希望なし ) 

※事前申込にご協力ください。(個人会員の方は登録不要です。)

いずれかにチェック☑をお願いします。

研究会役員

理事長 林 伸和（虎の門病院皮膚科部長）

副理事長 谷岡 未樹（谷岡皮フ科クリニック院長）

理 事 赤松 浩彦（藤田医科大学医学部応用細胞再生医学講座教授）

窪田 泰夫（香川大学名誉教授）

黒川 一郎（明和病院皮膚科部長/にきびセンター長）

小林 美和（こばやし皮膚科クリニック副院長）

古村 南夫（福岡歯科大学総合医学講座皮膚科学分野教授）

山本 有紀（和歌山県立医科大学皮膚科准教授）

山﨑 修（島根大学医学部皮膚科学講座教授）

監 事 古川 福実（日本赤十字社高槻赤十字病院名誉院長

同 顧問/皮膚・形成外科センター長）

顧 問 川島 眞（東京女子医科大学名誉教授）

宮地 良樹（静岡社会健康医学大学院大学学長/京都大学名誉教授）

(五十音順)
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日本痤瘡研究会(Japan Acne Research

Society,略称JARS)は，痤瘡研究者の意

見交換の場をつくり，痤瘡の基礎研究や

疫学調査，臨床研究を推進することに

よって，科学的根拠のある治療法の確立

とその普及に努めることを目的に2012年

6月に発足しました。

日本痤瘡研究会

ふ　り　が　な

ご芳名

ご住所

(□自宅　□勤務地)

〒　　　　- 都道

府県

市区

町村

ご所属

電話番号   （　　　       ） ―

メールアドレス  　＠
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